
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■返還跡地の概要等 

□ 概  要 

面   積 

2,936.9ha   ■内訳 

面積は、北部訓練場返還面積のうち、国頭村部分

の面積 

国有地 2,329.9ha 79.3% 

県有地 0ha 0% 

市町村有地 594.3ha 20.2% 

民有地 12.7ha 0.4% （内訳は国頭村提供） 

所 在 地 国頭村（字楚洲、字安田、字安波、字謝敷、字与那、字浜） 

位置及び土地

の形状 

位置：沖縄本島北部、国頭村の東側の主に森林地帯 

土地の形状：主に原生林 

 

□ 沿  革（国頭村・東村一部共通） 

昭 32.10.25 ●「北部海兵隊訓練場」として使用開始（米軍の統治下にあった復帰前から海兵隊のゲリ

ラ演習場として使用）。 

昭 47. 5.15 ●「北部訓練場」として提供開始。 

昭 49. 1.30 ●第 15 回日米安全保障協議委員会において、北部ダム用地部分の返還と地位協定第 2 条

第 4項（b）の使用を合意。 

昭 51. 7. 8 ●第 16 回日米安全保障協議委員会において、一部（1,280ha）の無条件返還を合意。 

平 02. 6.19 ●日米合同委員会において、軍転協から返還要請のあった一部土地（450.4ha：第 16 回安

保協事案 263.4ha 含む）の返還に向けて調整・手続きを進めることを確認（その後面積を

見直し）。 

平 05. 3.31 ●平成 2年の日米合同委員会において、返還に向けて調整・手続きを進めることが確認さ

れた一部土地（約 479ha）を返還。 

平 08.12. 2 ●SACO 最終報告において、平成 14 年度末を目処に「北部訓練場」の過半（約 3,987ha）

を返還し、また、特定の貯水池（約 159ha）の共同使用を解除することを合意。 

平 19.10.31 ●日米合同委員会において、道路用地（約 9ha）を返還。 

平 28.12.21 ●日米合同委員会において、移設工事が完了したヘリコプター着陸帯（４箇所）及び進入

路を提供することを承認。また、北部訓練場の過半の返還を日米が共同発表。 

平 28.12.22 ●SACO 最終報告で合意された「北部訓練場」の過半（約 4,000ha）を返還。 

平 29.12.25 ●沖縄防衛局による支障除去が完了し、地権者へ引き渡し。 

 

■跡地利用に係る取組状況等 

□ 跡地利用方針・計画 

●平成 13 年 8 月に「北部訓練場・安波訓練場跡地利用計画」を策定。 

●その後、環境省が国立公園指定及び世界自然遺産への登録に向けての取組を実施中。 

※平成 28 年 9 月 15 日に環境省より「やんばる国立公園：陸域のみ（13,622ha）」に指定。 

※平成 30 年 6 月 29 日に返還跡地の大部分（約 3,700ha）をやんばる国立公園に追加指定。 

※世界遺産登録に向けては、平成 30 年 6月に世界遺産推薦書を一旦取り下げ、追加指定した国立公園部

分を編入し、平成 31 年 2月に推薦書を再提出。 

※平成 31 年 3月に林野庁が「やんばる森林生態系保護地域保全管理計画」を策定。村はオブザーバーと

して参加。 

※令和元年 10 月に IUCN による現地調査を受け、令和 3 年 7月 26 日に世界自然遺産への「登録」が決定

された。 
 

□ 事業段階 

跡地利用計画未着手 

●北部訓練場を除く地域について、環境省が推進する世界自然遺産登録に向けて

の取組を実施中。 

※国頭村においても、平成 27 年度に「世界自然遺産対策室」を設置し、国や県

等と連携し、課題等の解決を図りつつ、早期実現に向けての取組を実施中。 

 

 

 

土地利用規制現況図 

 

出典：国頭村第三次国土利用計画（平成 22 年 3 月） 

北部訓練場（国頭村） 
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